
裁
判

の
敷
力

教
授
中
　
村

宗
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
閥

裁
鍵
法
律
に
轟
し
て
爲
さ
れ
べ
ぎ
も
の
と
す
る
．
そ
の
故
に
鍵
に
付
て
躊
讃
「
理
由
具
備
の
原
則
」
（
霧
嚢
。

が
行
ぼ
れ
、
判
決
は
、
総
べ
て
法
律
上
の
理
由
を
具
備
す
べ
き
こ
と
を
要
講
せ
ら
れ
る
。
民
事
訴
訟
法
が
、
判
決
の
記
載
事
項
と
し
て
「
事

実
及
争
点
」
に
整
鍵
に
謡
墨
求
茗
「
琶
浅
「
葎
上
の
雷
」
に
鍵
ら
隻
壷
動
）
産
刑
事
嚢
法
践

判
決
に
「
法
令
ノ
適
用
」
を
示
す
べ
ぎ
旨
が
明
示
せ
ら
れ
（
㎝
樋
｛
庶
）
、
從
て
刑
事
裁
判
も
、
そ
の
法
律
と
の
関
係
に
付
て
は
、
総
べ
て
民
事

裁
判
に
於
け
る
と
同
肖
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
袋
に
は
、
專
ら
民
事
裁
判
を
中
心
と
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
叉
、
こ
の
場
合
、

「
法
律
」
と
は
、
そ
の
実
質
的
意
義
に
於
て
一
切
の
「
法
令
」
を
意
昧
す
る
と
共
に
、
專
ら
間
題
と
な
る
処
の
も
の
は
、
「
実
体
法
」
で
あ

へ
三
）
る
。
蓋
し
裁
判
が
、
手
続
法
（
訴
訟
法
）
の
規
定
に
從
ひ
て
爲
さ
れ
べ
蓉
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
問
題
は
、
裁
判
の
内
容
と
実
体
法
と
の
関

係
に
存
す
る
が
故
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
拙
著
・
民
事
訴
訟
法
原
理
第
扁
巻
四
六
M
頁
以
下
参
照
。

　
（
二
）
　
笥
o
昌
器
－
困
o
『
一
9
N
嗣
ρ
団
♀
目
●
国
q
⑫
GO
嵩
v
目
’

　
（
三
）
裁
鋼
と
法
律
と
の
関
係
は
、
從
來
、
憲
法
論
に
於
て
明
治
憲
法
第
五
＋
七
條
に
謂
ふ
「
法
律
」
の
意
味
を
続
夢
て
論
じ
ち
れ
た
。
刑
法
論
の
分
野
に
限

　
　
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
「
罪
刑
法
定
主
義
」
に
関
す
る
議
論
も
、
亦
、
之
れ
に
関
聯
す
る
。
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力
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二

　
斯
く
て
裁
判
が
、
法
律
に
依
拠
す
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
る
限
り
、
裁
判
の
有
つ
効
力
は
、
そ
の
発
源
を
法
律
（
実
体
法
）
に
ま
で
遡
つ
て

之
れ
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
は
、
，
正
に
斯
か
る
見
解
の
下
に
、
法
規
範
体
系
の
完
結
性
（
Q
①
の
魯
一
・
馨
旨
簿
）

を
想
定
し
、
「
実
体
法
の
適
用
」
、
部
ち
「
裁
判
」
と
傲
し
た
。
即
ち
実
体
法
を
大
前
提
（
O
び
虜
暮
N
）
と
し
、
制
決
せ
ら
る
べ
き
事
案
の
構
成
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輔
〕

要
件
を
小
前
提
（
O
暮
o
拐
暮
N
）
と
爲
す
結
論
が
、
裁
斜
の
主
丈
に
外
な
ら
な
い
、
と
謂
ふ
概
念
法
学
的
裁
判
理
論
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
考

察
態
度
は
、
法
の
解
釈
・
適
用
の
論
理
と
し
て
、
実
体
法
学
者
に
依
り
引
継
が
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
至
り
、
法
の
自
由
探
究
を
提

唱
す
る
自
由
法
学
の
影
響
に
因
り
、
著
し
く
そ
の
修
正
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
叉
、
訴
訟
法
学
、
一
般
法
学
の
立
揚
か
ら
も
深
酷
な
る
批
判

を
蒙
つ
た
の
で
あ
る
（
津
鱗
．
）
．
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
象
、
現
在
に
て
も
、
あ
間
題
歯
墓
実
体
法
署
の
考
へ
荏
、
そ
の
根
本

に
於
て
、
法
律
の
解
釈
・
適
用
を
以
て
裁
判
の
全
貌
と
徹
す
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
者
の
概
念
法
学
的
裁
判
理
論
か
ら
蝉
腕
し
て
ゐ
な
い
。

　
コ
〕
　
裁
到
の
論
理
構
造
に
関
し
て
は
、
拙
著
、
、
「
民
事
訴
訟
法
」
下
巻
二
〇
三
頁
以
下
参
照
。

　
素
よ
り
裁
判
ぱ
、
法
律
に
依
拠
す
る
。
又
、
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
憲
法
の
保
障
す
る
処
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
な
る
が

故
に
、
法
律
の
解
釈
・
適
用
、
部
ち
裁
判
と
い
ぶ
結
論
に
は
到
達
し
得
な
い
。
と
の
点
に
関
す
る
、
パ
ン
デ
ク
テ
ソ
法
学
者
の
見
解
に
対
す

る
根
本
的
批
判
が
、
訴
訟
法
学
の
一
角
よ
り
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
近
世
訴
訟
法
学
の
鼻
租
と
称
せ
ら
れ
る
オ
ス
カ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
（
○
費
霞
く
自
φ
普
o
項
）
に
依
つ
て
で
あ
る
。

　
彼
ビ
ュ
ー
裡
1
の
思
想
は
、
時
代
を
経
て
発
展
し
來
つ
た
が
爲
め
、
眞
意
の
捕
捉
に
苦
し
む
処
が
あ
り
、
殊
に
初
期
の
著
書
に
依
り
て
ぱ
、

彼
の
見
解
ぱ
必
す
し
も
明
快
で
な
い
。
彼
は
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
末
期
の
頃
の
法
学
者
と
し
て
、
從
來
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
者
が
判
決
を

以
そ
、
唯
軍
に
実
体
法
の
有
権
的
宣
言
と
看
る
立
場
に
於
て
、
「
実
体
法
の
適
用
」
と
い
ひ
、
実
体
法
が
直
ち
に
具
体
的
事
件
を
規
律
す
る
か

の
如
く
に
考
へ
て
ゐ
た
こ
と
に
対
し
、
徹
底
的
批
判
を
加
へ
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
或
は
実
体
法
は
、
「
將
來
に
於
て
希
望
せ
ら
る
玉
法
秩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
叫
）

序
の
計
画
若
く
は
軍
な
る
草
案
に
止
ま
る
」
と
い
ひ
、
，
叉
、
「
法
律
は
、
法
秩
序
を
実
現
す
べ
き
準
備
、
若
く
は
そ
の
試
み
に
過
ぎ
な
い
」
と



　
　
（
二
》

称
す
る
。
斯
く
て
彼
ぱ
、
抽
象
的
規
範
た
る
実
体
法
は
、
そ
の
儘
、
直
ち
に
具
体
的
事
件
を
規
律
し
得
る
も
の
で
な
く
、
具
体
的
事
件
ぱ
、

判
決
が
之
れ
を
規
律
す
る
と
の
見
解
の
下
に
、
判
決
に
法
創
定
力
（
寄
3
塔
墓
講
Φ
民
①
辱
聾
）
を
認
め
、
．
ハ
ン
デ
ク
テ
ン
法
攣
者
の
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

す
る
が
如
く
、
判
決
が
、
箪
に
実
体
法
の
解
釈
・
適
用
に
止
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
か
に
し
た
。

　
（
一
）
　
園
鼻
）
≦
》
、
ρ
｝
O
譲
の
冨
葺
る
躍
o
貫
の
猛
舅
計
歴
諺
。
燕腹
鴇
G9鴇

　
（
二
）
　
鉾
欝
O
。
訟
9
出
。

　
（
三
）
　
拙
稿
、
「
確
定
剣
決
の
既
判
力
」
（
早
稻
田
法
学
第
一
九
巷
所
載
）
一
二
頁
以
下
参
照
。

　
彼
の
学
説
ぱ
、
後
年
に
於
け
る
メ
ル
ク
ル
（
卜
創
＆
窯
①
鱒
一
）
の
法
段
階
説
（
蜀
零
騨
鋒
気
①
暮
冨
。
冠
邑
の
萌
芽
を
爲
す
も
の
で
あ
り
、
ケ
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ご

ル
ゼ
ン
　
（
国
讐
。
な
国
募
露
）
は
、
こ
の
法
段
階
読
を
取
入
れ
て
純
粋
法
学
の
体
系
を
構
成
し
た
。
鄙
ち
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
判
決
を
以
て
当
事
者

間
に
愛
当
す
る
具
体
的
法
規
範
な
り
と
し
、
そ
れ
は
抽
象
的
規
範
た
る
実
体
法
に
依
拠
す
る
も
、
抽
象
的
規
範
た
る
実
体
法
が
、
判
決
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊇
）

容
た
る
具
体
的
規
範
に
個
別
化
せ
ら
れ
る
過
程
に
於
て
、
裁
判
官
の
裁
量
の
余
地
の
存
す
る
ご
と
を
認
む
る
。
斯
く
て
純
粋
法
学
は
、
パ
ン

デ
ク
テ
ソ
法
学
の
系
統
を
牽
け
る
私
法
実
体
法
単
者
の
い
ふ
が
如
く
、
裁
判
が
輩
な
る
「
法
律
の
解
釈
・
適
用
」
に
よ
つ
て
成
立
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
明
か
に
し
た
。

　
（
一
）
拙
稿
、
前
鵜
「
確
定
鋼
決
の
既
判
力
」
壬
一
頁
。

　
（
二
）
　
国
巴
紹
P
国
・
博
劇
虫
一
お
國
8
げ
誌
ざ
げ
誘
矯
お
ω
肝
弓Q
・
語
魔
・
8
鯵
横
田
喜
三
郎
氏
訳
、
ケ
ル
ゼ
ン
純
粋
法
学
、
　
＝
一
五
頁
以
下
、
　
叫
四
二
頁
以
下
、

　
　
術
、
純
樺
法
学
の
立
場
に
於
で
、
裁
判
が
必
ず
し
も
法
律
に
依
拠
す
る
も
の
で
源
い
こ
と
を
明
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
横
里
暑
三
郎
氏
、
「
裁
判
と
法
律
」

　
　
（
法
学
協
会
五
十
周
年
説
念
論
丈
集
第
届
部
駈
載
）
。

　
伺
叉
、
自
由
法
学
派
も
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
の
裁
判
理
論
を
粉
疎
し
た
。
こ
の
学
派
は
、
法
の
欠
陥
（
回
鼻
魯
露
ぎ
一
園
8
辟
）
を
肯
認

し
、
解
釈
に
依
る
そ
の
補
填
を
主
張
す
る
の
で
あ
つ
て
、
或
は
そ
れ
を
称
し
て
「
裁
制
官
立
法
」
（
浮
辟
包
ざ
ぽ
Q
①
馨
お
。
望
お
）
と
も
い

ふ
。
こ
の
学
派
の
主
張
は
、
法
規
範
の
論
理
的
完
結
性
（
國
罐
ぎ
冨
Q
。
馨
置
畠
馨
｝
冨
ぎ
島
霧
園
o
魯
宏
）
を
そ
の
体
系
構
進
に
於
け
る
前
提
と

　
　
　
　
裁
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力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

爲
す
概
念
法
学
と
、
方
法
論
的
に
著
し
く
乖
離
し
、
或
る
意
昧
に
於
て
は
対
蹄
的
地
位
に
在
る
。
し
か
し
結
局
、
そ
れ
は
方
法
論
的
に
概
念

法
学
と
愛
協
し
、
そ
の
傘
下
に
於
て
解
釈
理
論
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
学
派
も
、
亦
、
裁
判
が
軍
な
る
法
律
の
解
釈
・
適
用

に
止
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
斯
く
し
て
、
裁
判
を
「
実
体
法
の
解
釈
・
適
用
」
と
し
て
理
解
す
る
概
念
法
学
的
裁
判
理
論
は
、
今
日
迄
、
種
々
な
る
立
揚
と
角
度
と
か

ら
批
判
し
、
攻
撃
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
批
判
に
対
す
る
反
省
ば
、
実
体
法
学
の
理
論
に
も
、
叉
、
訴
訟
法
学
の
理
論
に
も
充
分
反
映
し

て
ゐ
な
い
。
否
、
部
分
的
に
ば
、
全
く
無
反
省
に
実
体
法
の
解
釈
・
適
用
、
即
ち
裁
判
と
傲
す
裁
判
理
論
の
上
に
立
ち
、
そ
の
故
に
実
体
法

学
も
、
訴
訟
法
掌
も
、
裁
判
に
関
聯
し
て
理
論
的
矛
盾
と
曖
昧
と
を
招
來
し
て
ゐ
る
。

　
惟
ふ
に
こ
の
問
題
の
関
聯
す
る
処
は
極
め
て
廣
汎
で
あ
り
、
そ
の
全
般
に
亘
る
槍
討
は
、
小
稿
の
克
く
爲
し
得
る
処
で
は
な
い
。
愛
に

は
、
裁
判
の
効
力
を
中
心
課
題
と
爲
し
、
以
下
に
卑
見
を
開
陳
す
る
で
あ
ら
う
。

二

　
裁
判
は
、
法
律
（
実
体
法
）
に
依
拠
し
て
爲
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
効
力
ぱ
、
実
体
法
に
淵
源
す
る
。
し
か
し
実
体
法
が
、
裁
判

の
有
つ
効
力
の
唯
一
の
潴
源
で
は
な
い
。
規
範
は
、
自
然
界
の
因
果
律
（
困
き
馨
奮
窪
国
）
と
異
な
り
、
そ
れ
自
身
に
規
範
内
容
の
充
足
性

を
有
た
な
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
「
当
爲
の
法
則
」
（
誓
凝
霧
Φ
§
と
し
て
、
受
規
範
者
の
自
発
的
な
る
逡
守
を
要
請
す
る
。
し
か
し
法

規
範
（
菊
①
魯
駐
9
葭
同
）
ぱ
、
そ
の
不
逡
守
に
対
し
外
部
的
・
実
力
的
強
制
の
可
能
な
る
処
に
他
の
批
会
規
範
と
本
質
的
相
違
を
有
つ
。
而
し

て
こ
の
法
規
範
の
外
部
的
・
実
力
的
強
制
は
、
現
代
の
法
治
國
家
機
構
に
於
て
は
、
司
法
権
の
名
の
下
に
國
家
の
手
に
牧
め
ら
れ
、
こ
の
司

法
権
ぱ
、
「
裁
判
」
並
に
「
執
行
」
の
形
式
を
以
て
、
國
家
が
之
れ
を
営
爲
す
る
。
さ
れ
ば
裁
判
の
有
つ
効
力
は
、
國
家
司
法
権
に
も
淵
源
す

る
こ
と
ぱ
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
司
法
権
は
、
訴
訟
法
規
に
從
ひ
て
行
使
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
に
於
て
裁
判
の
効
力
は
、



実
体
法
と
訴
訟
法
と
の
両
者
に
淵
源
す
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
て
裁
判
の
効
力
ぱ
、
実
体
法
並
に
訴
訟
法
の
両
側
面
か
ら

之
れ
を
考
察
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
正
し
き
理
論
的
把
握
は
不
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
從
來
の
理
論
と
学
説
と
は
、
或
は
実
体
法
に
偏
し
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

は
訴
訟
法
に
の
み
傾
く
。
其
処
に
方
法
論
的
欠
陥
が
在
る
。

　
（
叫
）
　
こ
の
こ
と
は
、
独
り
「
裁
剣
」
の
み
に
限
ら
な
い
。
経
験
的
事
実
と
し
℃
の
「
訴
訟
」
そ
φ
も
の
が
、
既
に
仙
の
機
会
に
再
三
述
べ
た
が
如
く
、
實
体

　
　
法
と
訴
訟
法
と
の
接
触
面
で
あ
り
、
且
つ
叉
、
そ
の
融
合
点
を
爲
し
て
ゐ
る
（
拙
著
、
訴
訟
法
学
の
体
系
と
訴
訟
改
革
理
論
、
三
頁
。
拙
稿
、
訴
と
講
求
の

　
　
意
義
並
に
そ
の
相
関
々
係
－
　
早
稻
田
法
学
第
一
七
巻
八
三
頁
。
同
上
皿
、
同
第
一
八
巻
一
七
五
頁
等
）
。
き
れ
ぱ
総
べ
て
訴
訟
現
象
の
全
き
把
握
の
爲
め
に

　
　
は
、
実
体
法
掠
に
訴
訟
法
の
画
側
面
よ
砂
の
考
察
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
（
実
体
法
・
訴
訟
法
対
立
二
元
観
）
、
從
來
の
学
説
は
、
そ
の
理
論
の
構
造
に

　
　
付
き
、
兎
角
、
実
体
法
の
側
面
の
み
を
取
上
げ
（
私
法
的
一
元
観
）
、
若
く
は
訴
訟
法
の
側
面
に
の
み
偏
す
る
（
訴
訟
法
的
輔
元
観
）
。
其
処
に
方
法
論
的
欠
階

　
　
が
あ
ロ
、
從
て
そ
の
学
説
に
矛
盾
・
撞
著
を
生
じ
て
ゐ
る
。
私
は
、
訴
訟
に
於
け
る
最
も
基
本
的
観
念
た
る
「
訴
」
と
「
講
求
」
と
を
中
心
課
題
と
し
て
、

　
　
私
法
的
並
に
訴
訟
的
一
元
観
の
方
法
論
的
欠
陥
を
指
摘
し
、
訴
訟
現
象
の
正
し
き
把
握
の
爲
め
に
は
、
実
体
法
・
訴
訟
法
対
立
壬
冗
観
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

　
　
こ
ξ
を
論
証
し
た
。
そ
れ
が
拙
稿
、
「
訴
と
請
求
の
意
義
並
に
そ
の
相
関
々
係
」
1
、
豆
、
（
早
稻
田
法
学
第
一
七
。
輔
八
巻
所
載
）
で
あ
る
。
叉
、
同
じ
き

　
　
立
場
に
於
て
鋼
決
の
既
判
力
を
取
扱
へ
る
も
の
に
、
拙
稿
、
「
確
定
劉
決
の
既
判
力
、
ー
そ
の
意
義
並
に
本
質
」
（
早
稻
田
法
学
第
一
九
巻
所
載
）
が
あ
る
。

　
裁
判
は
、
訴
訟
手
続
の
内
外
に
亘
り
、
又
、
実
体
法
並
に
訴
訟
法
の
両
面
に
及
む
で
、
種
た
な
る
効
力
を
有
つ
の
で
あ
る
が
、
蓑
に
は
、

專
ら
確
定
判
決
が
「
訴
訟
の
目
的
」
た
る
実
体
法
上
の
権
利
若
く
は
法
律
関
係
に
付
き
生
す
る
効
力
に
関
し
て
い
ふ
。
総
べ
て
判
決
は
「
訴

訟
の
目
的
」
た
る
実
体
法
上
の
権
利
浩
く
は
法
律
関
係
に
付
き
「
法
創
定
力
」
（
即
Φ
。
騨
霞
園
諺
鍔
留
国
影
ε
と
「
法
確
定
力
」
（
影
8
騨
臨
婁
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
）

m
邑
8
巳
Φ
国
影
ε
と
を
有
つ
。
そ
れ
は
判
決
の
依
拠
す
る
実
体
法
が
、
一
面
に
於
て
「
杜
会
規
範
」
た
る
と
同
時
に
、
他
面
に
於
て
「
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

判
規
範
」
た
る
二
重
の
性
格
と
構
造
と
を
有
つ
こ
と
に
基
く
。

　
（
吋
）
摘
稿
前
掲
、
「
確
定
甥
決
の
既
剣
力
」
（
早
稻
田
法
学
第
吋
九
巻
）
五
八
頁
註
三
参
照
。

　
（
二
）
実
体
法
規
範
が
、
祉
会
規
範
た
る
と
同
時
に
裁
鋼
規
範
た
る
二
重
の
性
格
と
構
造
と
を
有
つ
こ
と
は
、
制
慶
的
・
浩
革
的
所
與
で
あ
る
。
國
家
が
私
生

　
　
活
不
千
渉
の
立
場
を
執
れ
る
第
＋
九
世
紀
の
自
由
主
義
國
家
機
構
の
下
に
於
て
は
、
実
体
法
規
範
は
、
概
し
て
融
会
規
範
と
し
て
の
機
能
を
以
て
そ
の
中
心

　
　
　
　
　
裁
鋼
の
数
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊



　
　
　
　
　
裁
判
　
の
　
数
・
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

　
　
と
爲
し
た
。
從
て
從
來
の
自
由
主
義
的
私
法
学
も
、
亦
、
実
体
法
を
批
会
規
範
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
理
論
を
構
造
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
費
本
主
義
経

　
　
済
機
構
の
高
度
化
に
俘
ふ
國
家
権
力
の
國
民
私
生
活
へ
の
介
入
が
、
そ
の
程
度
キ
、
昂
め
る
に
從
ひ
、
実
体
法
は
、
そ
の
裁
判
規
範
み
、
し
で
の
機
能
を
逐
次
高

　
　
揚
す
る
に
至
つ
た
。
裁
判
の
敷
力
に
関
す
る
理
論
も
、
斯
か
る
時
代
的
変
遷
を
考
慮
に
置
か
た
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
法
の
重
暦
構
造
に
関
す
る
法
理
的
読
明

　
　
に
付
て
は
、
尾
高
朝
雄
氏
、
「
実
定
法
秩
序
論
」
六
二
頁
以
下
。
圃
氏
、
「
改
訂
法
哲
学
」
ヨ
ニ
九
頁
以
下
参
照
。

　
先
づ
判
決
の
有
つ
「
法
創
定
力
」
に
付
て
述
ぶ
る
。
判
決
は
実
体
法
に
依
拠
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
成
立
過
程
花
於
て
、
実
体
法
の

解
釈
φ
適
用
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
抽
象
的
二
般
的
規
範
た
る
実
体
法
が
、
具
体
的
事
件
に
そ
の
儘
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
ぱ
な
い
。

実
体
法
の
内
容
を
爲
す
抽
象
的
・
一
般
酌
規
範
の
個
別
化
に
依
り
、
具
体
的
・
個
別
的
法
規
範
が
、
判
決
の
形
式
に
於
て
創
定
せ
ら
れ
る
の

　
　
（
、
叫
）

で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
実
体
法
規
範
は
、
裁
制
規
範
と
し
て
の
機
能
を
有
つ
が
故
に
、
裁
判
所
は
、
こ
の
裁
判
規
範
た
る
実
体
法
に
依
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

し
て
、
当
該
事
件
を
規
律
す
べ
き
具
体
的
・
個
別
的
法
規
範
を
判
決
の
形
式
を
以
で
創
定
す
る
。
帥
ち
判
決
の
有
つ
「
法
創
定
力
」
は
、
そ

の
判
決
に
よ
る
権
利
関
係
の
形
威
に
於
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
之
れ
に
因
り
新
た
に
権
利
を
発
生
せ
し
む
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合

に
ぱ
、
「
設
権
的
敷
力
」
と
も
い
ふ
。

　
（
一
）
　
拙
稿
前
掲
、
「
確
定
判
決
の
既
判
力
」
（
早
稻
田
法
学
第
十
九
谷
）
五
七
頁
参
照
。

　
（
5
　
中
島
判
事
が
、
そ
の
著
「
裁
剣
の
創
造
性
原
理
」
に
於
て
主
張
せ
ら
れ
る
裁
判
の
創
造
性
は
、
愛
に
謂
ふ
裁
判
の
法
創
定
力
の
こ
と
で
は
た
い
。
氏
は
、

　
　
裁
剣
官
の
事
実
認
定
ゆ
、
多
く
の
場
合
、
明
証
感
な
く
し
て
行
は
る
、
剣
断
な
る
が
故
に
、
そ
れ
は
「
眞
実
の
発
見
」
で
は
な
く
し
て
「
事
実
の
創
造
」
で
あ

　
　
ψ
（
圃
書
三
六
四
頁
以
下
殊
に
三
八
一
頁
）
、
叉
、
法
規
の
適
用
は
、
実
は
裁
判
官
の
爲
す
具
体
法
の
原
始
的
創
造
に
外
な
ら
な
い
（
同
一
二
五
頁
）
と
い
ふ

　
　
意
味
に
於
℃
裁
判
の
創
邉
性
原
理
な
ろ
も
の
を
提
唱
せ
ら
れ
た
。
氏
の
主
張
に
薄
す
る
卑
見
に
付
て
は
、
拙
著
、
蘭
掲
、
「
訴
訟
法
学
の
体
系
」
三
頁
以
下
、

　
　
拙
稿
、
「
裁
鋼
の
合
理
性
き
非
合
理
性
」
（
齋
藤
博
士
還
暦
覗
賀
記
念
論
丈
集
所
載
）
の
う
ち
、
氏
の
学
説
紹
介
並
に
批
判
分
項
参
照
。

　
更
に
叉
、
判
決
の
依
拠
す
る
実
体
法
ぱ
、
他
面
に
於
て
肚
会
規
範
た
る
性
格
遂
有
つ
。

然
る
に
肚
会
規
範
は
、
そ
れ
に
対
す
る
杜
会
人
の

自
律
的
逡
守
の
意
識
を
背
景
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
杜
会
規
範
ぱ
箪
な
る
抽
象
的
一
般
的
規
範
と
し
て
の
み
な
ら
す
、
具
体

的
事
案
に
付
き
そ
の
事
案
を
規
律
す
べ
き
具
体
的
・
個
別
的
規
範
と
し
て
関
係
者
に
意
識
せ
ら
れ
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
て



肚
会
規
範
と
し
て
の
具
体
的
・
個
別
的
な
る
実
体
法
規
範
は
、
判
決
前
に
、
既
に
関
係
者
の
意
識
裡
に
存
在
し
、
判
決
は
、
理
念
と
し
て
そ

れ
を
有
権
的
に
宣
言
す
る
も
の
と
看
ら
れ
る
。
即
ち
判
決
ぱ
、
こ
の
面
に
於
て
法
確
認
的
乃
至
は
法
宣
言
的
（
浮
江
母
暮
o
法
畠
①
）
敷
力
を

有
ち
、
其
処
に
「
法
確
定
力
」
が
あ
る
。

　
斯
く
て
実
体
法
が
、
肚
会
規
範
た
る
と
同
時
に
裁
判
規
範
た
る
二
重
の
性
格
と
構
邉
と
を
有
つ
限
り
、
総
べ
て
判
決
は
、
当
該
訴
訟
の
目

的
た
る
権
利
若
く
ぱ
法
律
関
係
に
付
ぎ
、
以
上
述
べ
た
「
法
創
定
力
」
と
「
法
確
定
力
」
と
を
有
つ
。
而
か
も
こ
の
両
者
ば
、
判
決
の
有
つ

異
別
の
敷
力
で
ぱ
な
く
し
て
、
判
決
が
訴
訟
の
目
的
た
る
権
利
若
く
ぱ
法
律
関
係
に
付
ぎ
生
す
る
一
つ
の
数
力
の
両
側
面
に
外
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
從
つ
て
こ
の
両
者
ば
相
関
的
関
係
に
在
る
と
共
に
、
芳
、
れ
ぱ
一
種
の
段
階
的
区
鰐
で
あ
つ
て
．
そ
の
間
に
本
質
的
区
別
を
認
む
る

こ
と
を
得
な
い
。
叉
、
こ
の
「
法
創
定
力
」
と
「
法
確
定
力
」
と
ぱ
、
総
べ
て
の
判
決
の
有
つ
処
の
敷
力
で
あ
る
。
即
ち
判
決
に
ぱ
、
給
付
、

確
認
並
に
創
設
判
決
の
三
類
型
を
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
敦
れ
の
類
型
に
属
す
る
判
決
も
、
総
べ
て
こ
の
両
数
力
を
俘
ひ
、
唯
、
妾
、
の

問
、
こ
れ
等
敷
力
の
具
体
的
顯
現
の
形
態
と
そ
の
程
度
を
異
に
す
届
に
過
ぎ
な
い
。

　
以
上
、
「
法
創
定
力
」
と
『
法
確
定
力
」
と
の
区
分
ば
、
裁
判
の
敷
力
の
本
質
的
考
察
に
基
く
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
訴
訟
制
度
と
理
論
と

ぱ
、
具
体
的
な
る
訴
訟
営
爲
に
於
け
る
判
決
の
敷
力
を
、
・
実
体
法
の
面
に
於
け
る
そ
の
作
用
上
の
差
異
に
基
い
て
、
「
執
行
力
」
、
「
確
定
力
」

並
に
「
裂
力
」
雰
晶
藷
糞
撫
確
湾
の
区
盆
訴
普
鍵
の
三
鵜
｛
（
翰
確
謬
製
）
娠
奪
給

付
判
決
は
執
行
力
に
、
確
認
判
決
は
確
定
力
に
、
又
、
創
設
判
決
は
創
設
力
に
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
の
敷
力
の
重
点
を
置
く
も
の
と
せ
ら
れ
て

ゐ
る
。

　
（
鳳
）
　
こ
れ
等
、
鋼
決
の
敷
力
に
関
ナ
る
基
本
的
硯
究
に
関
し
て
は
、
拙
著
、
「
民
事
訴
訟
法
」
下
巻
三
三
六
頁
以
下
。

　
斯
く
て
現
在
の
裁
判
敷
力
論
ば
．
專
ら
こ
の
区
分
に
基
き
そ
の
理
論
を
農
開
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
の
区
分
ぱ
、
前
述
の
如
く
実
体
法
の

側
面
よ
り
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
区
分
に
則
れ
る
裁
判
数
力
論
が
、
実
体
法
と
訴
訟
法
と
の
融
合
に
於
て
成
立
す
る
裁
判
の

　
　
　
　
裁
粥
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
裁
鋼
の
致
力

敷
力
を
充
分
に
把
握
し
得
な
い
の
ぱ
素
よ
り
当
然
で
あ
る
。

以
下
に
逐
次
述
ぶ
る
で
あ
ら
う
。

叉
、
そ
の
故
に
從
來
の
裁
判
敷
力
論
に
は
、

理
論
に

審八
さ

な

い
も

の
が
あ
る
o

三

　
先
づ
、
「
執
行
力
」
で
あ
る
が
、
執
行
力
は
、
給
付
判
決
の
み
之
れ
を
有
つ
。
蓋
し
確
認
並
に
創
設
判
決
ぱ
、
判
決
の
有
つ
確
定
力
叉
は
創

設
力
に
依
り
権
利
保
護
の
目
的
を
達
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
給
付
判
決
は
、
命
令
判
決
で
あ
つ
て
、
被
告
が
自
発
的
に
そ
の
命
令
の
趣
旨
に

從
ひ
履
行
し
な
け
れ
ば
、
判
決
内
容
は
実
現
せ
ら
れ
な
い
が
故
に
、
給
付
判
決
に
は
、
そ
の
自
発
的
履
行
な
き
揚
合
の
爲
め
彊
制
力
を
必
要

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
給
付
判
決
に
限
り
、
「
執
行
力
」
が
付
與
せ
ら
れ
る
。

　
給
付
判
決
の
有
つ
こ
の
「
執
行
力
」
ぱ
、
國
家
司
法
権
に
淵
源
す
る
。
鄙
ち
國
家
司
法
権
は
、
給
付
判
決
の
内
容
た
る
命
令
裁
判
に
対
し

強
制
力
を
輿
へ
、
そ
の
故
に
給
付
判
決
ぱ
執
行
力
を
有
つ
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
執
行
力
は
、
結
局
に
於
て
、
訴
訟
の
目
的
た
る
請
求
権

（
債
権
）
に
付
輿
せ
ら
れ
る
こ
と
玉
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ば
債
権
自
体
の
敷
力
に
依
る
の
で
は
な
く
、
判
決
（
給
付
判
決
）
に

依
り
て
付
與
せ
ら
れ
る
の
で
み
る
か
ら
、
そ
れ
は
判
決
の
設
権
的
敷
力
に
よ
る
も
の
と
看
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
前
述
せ
る
判
決

の
有
つ
法
創
定
力
に
基
く
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
実
体
法
学
者
は
、
こ
の
執
行
力
を
債
権
の
敷
力
に
遡
ら
し
む
る
。
即
ち
債
権
（
O
ぴ
凝
暮
帥
8
）
は
原
則
的
に
責
任
（
類
鋒
3
お
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

俘
ふ
と
の
構
想
の
下
に
、
債
権
自
体
に
強
制
力
の
内
在
を
認
め
、
こ
の
強
制
力
を
以
て
執
行
力
の
淵
源
と
看
る
。
民
法
が
、
債
権
の
敷
力
と
し

て
裁
判
所
に
対
す
る
張
制
履
行
請
求
権
を
規
定
す
る
の
も
（
襯
咽
卿
四
）
、
か
か
る
考
へ
方
に
基
く
。
惟
ふ
に
債
権
の
自
力
執
行
を
認
む
る
法
制

の
下
に
於
て
は
、
執
行
力
は
債
権
の
有
つ
属
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
ー
マ
法
に
於
て
「
債
務
」
と
「
責
任
」
と
の
区
別
の
な
か
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

の
も
そ
の
故
で
あ
る
。



　
（
一
）
　
石
田
丈
次
郎
氏
、
「
財
産
法
に
於
け
る
動
的
理
論
旨
二
四
頁
以
下
滲
照
。

　
（
二
）
　
早
期
・
ー
マ
法
の
時
代
に
於
て
ぼ
、
ユ
喜
デ
ッ
ク
ス
の
爲
す
判
決
は
仲
裁
到
断
の
性
質
を
有
ち
、
そ
の
鋼
決
内
容
の
実
現
は
、
債
権
者
の
自
力
執
行
に

　
　
委
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
法
制
の
下
に
於
て
は
、
実
体
法
は
麗
会
規
範
た
ろ
機
能
が
そ
の
全
部
で
あ
蟹
、
判
決
に
依
る
張
制
執
行
は
、
帥
ち
債
権
の

　
　
有
つ
強
制
力
の
実
行
に
外
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
現
代
法
治
國
家
機
構
の
下
、
債
権
者
の
自
力
執
行
は
、
総
べ
て
禁
止
せ
ら
れ
、
彊
制
執
行
権
は
、
司
法
権
行
使
の
一
場
合
と
し
て

國
家
の
手
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
從
て
現
在
に
て
ぱ
、
債
権
は
畢
寛
す
る
に
相
手
方
の
行
爲
・
不
行
爲
を
要
求
す
る
講
求
権
た
る
に
止
ま
り
、

そ
れ
自
体
張
制
力
を
有
た
な
い
と
看
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
然
ら
ば
給
付
判
決
の
有
つ
執
行
力
は
、
実
体
法
学
者
の
考
ふ
る
が
如
く
債
権
に
内
在

ナ
る
彊
制
力
に
淵
源
す
る
も
の
で
は
な
く
、
國
家
司
法
権
に
依
り
付
與
せ
ら
れ
る
も
の
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
れ
を
訴
訟
に
付
て
い

ふ
な
れ
ば
、
國
家
ぱ
給
付
判
決
に
依
り
、
被
告
た
る
債
務
者
に
債
務
の
履
行
を
命
じ
（
命
令
判
決
）
、
更
に
そ
の
命
に
從
は
な
い
場
合
、
債
権

者
の
申
立
に
因
り
張
制
執
行
を
爲
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
強
制
執
行
を
爲
す
に
は
、
債
権
者
の
申
立
を
待
ち
、
且
つ
又
、
執
行
す
べ
ぎ

債
権
の
実
存
を
以
て
そ
の
不
可
欠
の
要
件
と
爲
す
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
如
何
な
る
揚
合
、
如
何
癒
る
要
件
と
形
式
の
下
に
張
制
執
行
を
実

施
す
べ
き
か
は
、
國
家
が
之
れ
を
決
定
し
、
債
権
あ
れ
ば
、
必
す
債
権
者
に
於
て
そ
の
執
行
が
可
能
な
も
の
で
ぱ
な
い
。
さ
れ
ば
現
代
法
制
の

下
に
於
て
ぱ
、
給
付
判
決
の
有
つ
執
行
力
ぱ
、
債
権
の
敷
力
で
は
な
く
し
て
、
前
述
の
如
く
國
家
司
法
権
が
給
付
制
決
中
の
命
令
裁
判
に
対
し

付
輿
し
た
敷
力
、
部
ち
判
決
に
依
り
て
生
す
る
敷
力
（
蜥
繍
醐
鰍
加
）
と
看
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
次
に
創
設
判
決
（
形
成
判
決
）
に
は
、
権
利
関
係
を
形
成
す
る
「
創
設
力
」
（
梅
利
形
成
力
）
あ
り
と
謂
ぱ
れ
る
。
帥
ち
判
決
に
依
り
新
た

な
る
権
利
関
係
を
発
生
せ
し
め
、
若
く
ぱ
既
存
の
権
利
関
係
を
変
更
・
浩
滅
せ
し
む
る
。
然
る
に
他
の
給
付
並
に
確
認
判
決
に
ぱ
、
か
か
る

敷
力
を
俘
ぱ
な
い
が
故
に
、
こ
の
権
利
関
係
の
形
成
と
い
ふ
点
に
、
創
設
判
決
を
他
の
類
型
の
判
決
よ
り
区
別
す
べ
き
特
異
性
が
あ
る
と
せ

　
　
　
　
　
裁
判
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
裁
判
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
O

ら
れ
て
ゐ
る
。

　
し
か
し
前
述
の
如
く
、
総
べ
て
判
決
に
は
法
創
定
力
が
存
す
る
の
で
あ
つ
て
、
袋
に
謂
ふ
創
設
判
決
の
権
利
形
成
力
も
、
法
創
定
力
の
一

種
に
外
な
ら
な
い
。
冊
し
て
給
付
判
決
の
有
つ
「
執
行
力
」
ば
、
同
じ
く
法
創
定
力
の
一
種
で
あ
る
が
、
創
設
判
決
の
有
つ
権
利
形
成
力
と

ば
、
そ
の
間
に
区
別
を
設
け
得
る
程
度
に
性
質
上
の
差
異
が
存
ナ
る
。
然
る
に
確
認
判
決
ぱ
、
或
る
程
度
、
創
設
判
決
と
同
じ
ぎ
権
利
形
成

力
を
有
ち
、
そ
の
爲
め
創
設
判
決
と
確
認
判
決
と
の
限
界
が
曖
昧
な
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
点
、
後
述
す
る
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
創

設
判
決
は
、
判
決
の
内
容
と
し
て
権
利
関
係
を
形
成
せ
し
む
る
処
に
、
他
の
類
型
の
判
決
と
制
度
的
に
区
別
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
、

創
設
判
決
の
有
つ
権
利
形
成
力
の
淵
源
で
あ
る
。
邸
ち
具
体
的
に
い
へ
ば
、
創
設
の
訴
の
「
訴
訟
の
目
的
」
が
如
何
な
る
権
利
で
あ
る
か
と

の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
付
き
、
從
來
の
学
読
は
そ
の
省
察
が
充
分
で
な
か
つ
た
。

　
創
設
の
訴
に
於
け
る
「
訴
訟
の
目
的
」
に
付
て
は
、
過
去
に
於
て
こ
学
読
が
対
立
し
た
。
即
ち
そ
れ
を
以
て
「
裁
判
上
行
使
を
必
要
と
す

る
形
罐
喬
手
義
（
ヘ
ル
享
ッ
ク
這
國
家
に
季
る
震
案
権
瞥
手
義
（
シ
多
イ
ン
）
乞
匙
・
之
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

関
し
、
私
は
拙
著
偽
民
事
訴
訟
法
原
理
第
一
巻
に
於
て
、
大
要
、
次
の
如
く
に
述
べ
た
。

　
　
惟
ふ
に
創
設
の
訴
に
於
て
は
、
剰
決
に
依
り
、
直
接
、
新
た
な
る
権
利
関
係
が
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
本
質
的
に
多
分
の
公
法
’

　
的
色
彩
を
帯
び
る
と
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
私
法
的
色
彩
あ
る
こ
と
も
無
硯
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
邸
ち
こ
の
訴
の
類
型
に
は
、
他

　
の
類
型
の
訴
に
於
け
る
よ
り
も
、
高
度
に
判
決
の
設
権
的
敷
力
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
件
が
属
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
而

　
か
も
そ
の
判
決
の
設
権
的
敷
力
を
必
要
と
す
る
程
度
が
、
事
件
の
種
類
、
関
係
法
規
の
構
成
上
、
必
す
し
も
同
一
で
な
く
、
高
下
が
あ

　
る
。
從
て
こ
の
訴
の
「
訴
訟
の
目
的
」
た
る
権
利
に
は
、
私
権
の
性
格
を
帯
ぶ
る
も
の
と
、
公
権
た
る
の
性
格
を
有
つ
も
の
と
存
す
る
こ

　
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
詳
言
す
れ
ば
私
法
上
の
形
成
権
は
、
権
利
者
が
そ
の
権
利
を
行
ふ
に
付
き
必
要
な
る
條
件
の
具
備
し
た
り
と
認
む
る
と
き
、
権
利
者
の



箪
独
行
爲
に
て
適
当
の
方
法
に
依
り
そ
れ
を
行
使
し
．
國
家
ば
、
直
接
こ
れ
に
関
與
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
法
律
は
．
特
殊
の
揚
合
、
或

る
種
の
形
成
権
の
行
使
に
國
家
機
関
、
殊
に
裁
判
所
が
関
與
丁
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
。
例
之
、
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
第
六
條
が
、
地

主
の
解
除
権
の
行
使
に
付
き
裁
判
所
の
許
可
を
必
要
と
す
る
旨
を
規
定
し
た
る
が
如
き
そ
の
適
例
で
あ
る
が
．
更
に
一
歩
を
進
め
、
形
成

権
の
行
使
を
ば
訴
訟
の
方
法
に
依
ら
し
む
る
こ
と
も
制
度
的
に
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
が
原
告
の
主
張
す
る
形
成
権
の
存
在

並
に
そ
の
行
使
條
件
の
具
備
を
認
定
す
る
な
ら
ば
、
制
決
を
以
て
当
該
形
成
権
行
使
の
数
果
を
得
せ
し
む
る
も
の
と
し
、
以
て
不
当
に
形

成
権
の
行
使
せ
ら
る
玉
こ
と
を
防
止
す
る
。
こ
の
揚
合
の
訴
が
創
設
の
訴
の
類
型
に
屡
す
る
こ
と
ぱ
い
ふ
迄
も
な
く
、
而
し
て
そ
の
訴
訟

の
目
的
は
、
判
決
の
形
式
を
以
て
そ
の
行
使
に
國
家
の
関
與
を
必
要
と
す
る
「
私
法
上
の
形
成
権
」
に
外
な
ら
ぬ
。

　
し
か
し
國
家
は
、
更
に
進
む
で
そ
の
意
思
に
基
き
、
そ
の
主
権
下
に
あ
る
銑
存
の
権
利
関
係
を
変
更
し
得
る
。
而
し
て
そ
の
変
更
は
、

立
法
、
司
法
、
行
政
の
各
國
家
行
爲
に
依
り
得
る
も
、
蚊
に
問
題
と
な
る
の
は
、
司
法
行
爲
中
、
特
に
裁
判
行
爲
で
あ
つ
て
、
裁
判
行
爲

に
依
り
、
國
家
が
朗
存
の
権
利
関
係
を
変
更
す
る
蜴
合
、
そ
れ
が
民
事
訴
訟
と
せ
ら
る
玉
限
り
，
そ
の
訴
は
創
設
の
訴
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
．
而
し
て
そ
の
揚
合
の
権
利
変
更
は
、
國
家
の
意
思
に
基
く
の
で
あ
る
が
故
に
、
原
告
の
有
す
る
私
法
上
の
権
利
を
行
使
し
た
結
果
に

非
ぎ
る
こ
と
明
瞭
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
そ
の
法
律
上
の
敷
果
の
形
成
が
、
不
告
不
理
の
原
則
に
立
つ
裁
判
の
形
式
に
拠
ら
し
め
ら
る
玉

限
り
、
國
家
ぱ
、
当
事
者
に
対
し
、
訴
に
依
り
所
定
法
律
上
の
敷
果
の
形
成
を
求
む
る
の
権
利
を
輿
へ
し
も
の
と
看
る
こ
と
が
出
來
る

（
公
法
上
の
形
成
要
求
権
）
。
然
ら
ば
こ
の
場
合
に
於
け
る
訴
訟
の
目
的
は
、
原
告
の
有
す
る
ご
の
「
公
法
上
の
形
成
要
求
権
」
に
外
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

（
一
）
　
そ
の
詳
細
に
付
て
は
、
拙
稿
前
掲
「
訴
と
誼
而
求
」
豆
（
早
稻
田
法
学
第
岨
八
巻
）
　
一
〇
五
頁
以
下
参
照
。

（
二
）
　
拙
著
前
掲
原
理
嚇
巷
四
〇
州
頁
以
下
。

然
る
に
我
が
國
の
民
事
訴
訟
法
学
者
は
、
概
し
て
創
設
の
訴
の
「
訴
訟
の
目
的
」
を
以
て
、
「
裁
判
上
行
使
を
必
要
と
ナ
る
形
成
権
」
と

　
　
　
裁
剣
の
敷
力
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
裁
郵
飛
の
趾
叙
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

徹
す
も
の
玉
如
く
で
あ
る
。
と
の
見
解
に
從
轟
な
ら
ば
、
創
設
判
決
の
有
つ
権
利
形
成
力
は
、
專
ら
之
れ
を
「
訴
訟
の
目
的
」
た
る
私
法
上

の
形
成
権
の
敷
力
に
帰
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
素
よ
り
創
設
の
訴
に
属
せ
し
め
ら
る
玉
事
件
に
は
、
か
く
解
し
て
然
る
べ
き
も
の
が

　
く
癒
い
。
例
へ
ば
離
婚
の
訴
の
如
き
即
ち
そ
れ
で
あ
う
て
、
現
行
決
制
上
、
当
事
者
は
そ
の
一
方
行
爲
に
因
り
婚
姻
関
係
を
解
浩
せ
し
め

得
な
い
が
、
し
か
し
離
婚
制
決
に
依
る
婚
姻
関
係
の
解
浩
は
、
國
家
が
離
婚
せ
し
む
る
の
で
は
な
く
し
て
、
訴
訟
手
段
に
よ
り
当
事
者
が
相

手
方
を
離
婚
す
る
と
看
る
の
が
、
事
の
眞
相
に
適
ぜ
る
考
察
態
度
で
あ
ら
う
。

　
（
一
）
　
例
、
加
藤
博
士
、
「
民
事
訴
訟
法
要
論
」
三
三
九
頁
。
細
野
博
士
、
「
民
事
訴
訟
法
要
義
ヒ
一
巷
六
九
頁
以
下
。
山
田
博
士
、
「
局
本
民
事
訴
訟
法
ヒ
巻
一

　
　
〇
六
頁
以
下
筆
o

　
し
か
し
創
設
の
訴
に
属
す
る
総
べ
て
の
事
件
を
、
こ
の
や
う
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
蓮
せ
し
如
く
創
設
の
訴
は
、
國
家
の
立
法

若
く
ぱ
行
政
権
力
の
行
使
に
依
る
既
存
の
権
利
関
係
の
変
更
と
、
私
法
上
の
形
成
権
の
行
使
に
因
り
、
私
人
た
る
権
利
者
が
そ
の
一
方
的
行

爲
を
以
て
既
存
の
権
利
関
係
を
変
更
せ
し
め
得
る
揚
合
と
の
中
聞
を
満
た
し
、
「
裁
制
」
に
因
り
既
存
の
権
利
関
係
を
変
更
せ
し
む
る
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
訴
の
利
用
せ
ら
る
べ
き
範
囲
は
、
公
法
・
私
法
の
両
方
面
に
跨
り
相
当
に
廣
汎
で
あ
る
。
然
る
に
專
ら
私
法
理
論
の
立
場
か
ら

ご
の
訴
を
考
察
し
、
そ
の
訴
訟
の
目
的
を
、
凡
べ
て
「
裁
判
上
行
使
を
必
要
と
す
る
形
成
権
」
と
解
し
た
の
で
は
、
勢
ひ
條
文
の
規
定
を
㌫

解
し
た
り
、
叉
、
無
理
な
解
釈
、
歪
め
ら
れ
た
理
論
に
陥
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。

　
例
へ
ば
婚
姻
の
取
沿
に
付
て
看
る
。
民
法
学
者
は
、
民
法
の
規
定
す
る
権
利
の
相
手
方
は
、
常
に
私
法
的
入
格
者
で
あ
る
と
の
建
前
の
下

に
、
條
畜
、
「
各
当
事
者
、
其
呈
、
親
肇
藻
薯
箕
（
婚
姻
ノ
）
取
導
裁
撰
一
一
繋
秀
了
ヲ
得
」
（
齪
献
灘
）

と
あ
つ
て
、
明
か
に
裁
判
所
、
部
ち
國
家
に
対
す
る
取
滑
要
求
権
と
し
て
規
定
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ナ
、
之
れ
を
婚
姻
取
浴
権
と
称
し
、
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

姻
当
事
者
を
相
手
方
と
す
る
権
利
と
徹
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
條
、
丈
の
解
釈
と
し
て
愛
当
を
欠
く
の
み
な
ら
す
、
或
る
者
の
戸
主
叉
は
親
族

（
醐
鵜
撫
礁
籾
肌
漁
譜
矯
泌
蘭
）
な
る
が
故
に
、
そ
の
者
の
爲
し
た
婚
姻
の
取
浩
権
あ
り
と
す
る
こ
と
は
、
対
等
入
格
者
聞
の
法
律
関
係
と
し
て



到
底
承
認
し
難
い
処
で
あ
る
。
戸
主
で
あ
り
、
親
族
な
る
が
故
に
、
裁
制
所
に
そ
の
取
浩
を
請
求
す
る
権
利
を
有
し
、
そ
の
取
浩
ぱ
、
專
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

國
家
司
法
権
の
発
動
た
る
判
決
の
設
権
的
敷
力
に
依
り
て
生
す
る
と
解
す
る
の
が
、
事
の
眞
相
に
適
ふ
も
の
と
考
へ
る
。
民
法
学
者
の
見
解

は
、
條
丈
を
無
硯
し
、
強
ひ
て
そ
れ
を
私
法
的
人
格
者
相
互
間
の
法
律
関
係
と
し
て
理
解
ぜ
ん
と
ナ
る
処
に
根
本
的
誤
謬
を
有
つ
。

　
（
輔
）
外
岡
教
授
、
「
櫓
訂
親
族
法
旨
二
九
頁
。
穗
積
博
士
、
「
親
族
法
」
三
〇
四
頁
。
谷
口
助
教
授
、
「
日
本
親
族
法
」
二
五
九
頁
等
。

　
（
三
　
債
務
者
の
爲
し
た
詐
害
行
爲
の
取
清
関
係
も
岡
様
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
民
法
は
、
こ
の
場
合
に
も
、
詐
害
行
爲
の
「
取
滑
ヲ
裁
判
所
二
請
求
ス
ル

　
　
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
（
民
四
二
四
條
）
。

　
以
上
の
如
ぎ
、
判
決
の
設
権
的
数
力
を
無
硯
し
、
凡
べ
て
当
事
者
間
の
権
利
、
義
務
関
係
と
し
て
の
み
理
解
せ
ん
と
す
る
態
度
ぱ
、
更
に
遺

留
分
減
殺
請
毒
灘
、
、
、
藩
地
法
、
借
護
の
規
誇
薩
物
葎
等
の
買
取
請
毒
難
罐
）
、
賃
料
の
鑓
．
求
権
（
糠
難

靴
）
を
以
て
形
成
権
と
爲
す
見
解
と
な
つ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
解
釈
ぱ
、
條
丈
に
明
か
に
「
減
殺
（
買
取
、
檜
減
）
ヲ
講
求
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
」
と
あ
る
こ
と
を
無
硯
し
、
解
釈
論
と
し
て
姜
当
を
欠
く
ば
か
り
で
な
く
、
之
れ
を
｝
方
的
意
思
表
示
に
依
り
て
権
利
変
動
を
生
す
べ

き
形
成
権
と
解
し
、
そ
の
訴
を
以
て
確
認
の
訴
と
傲
し
た
の
で
は
、
裁
判
所
が
、
当
事
者
の
申
立
に
拘
束
せ
ら
れ
す
に
、
そ
の
金
額
を
裁
定

し
得
る
関
係
に
合
理
的
説
明
を
與
へ
得
な
い
。

　
（
一
）
遺
留
分
減
殺
請
求
権
は
、
輔
般
に
之
れ
を
減
殺
権
と
云
ひ
、
形
成
権
と
解
す
る
（
近
藤
英
吉
氏
、
「
相
続
法
論
下
巻
」
二
五
五
頁
、
山
田
博
士
、
批
鋼
、

　
　
法
叢
二
巷
六
號
二
一
一
九
頁
）
。
叉
借
地
法
、
借
家
法
の
規
定
す
る
買
取
請
求
権
拉
に
賃
料
の
檜
減
請
求
権
を
形
成
権
た
η
と
す
ろ
点
に
付
て
は
、
藥
師
寺
博

　
　
士
、
「
檜
訂
借
地
法
借
家
法
論
」
ご
一
二
頁
、
嚇
八
○
頁
参
照
。

　
こ
れ
等
條
丈
の
規
定
す
る
権
利
は
、
相
手
方
に
対
し
減
殺
（
買
殺
、
檜
減
）
を
請
求
す
る
「
翫
存
の
権
利
関
係
の
変
更
請
求
権
」
で
あ
る
。

帥
ち
請
求
権
で
あ
ク
て
、
形
成
権
で
は
な
い
が
故
に
、
裁
判
外
に
行
使
す
る
も
、
形
成
権
の
如
く
翫
存
の
権
利
関
係
を
変
更
し
得
な
い
。
結

局
、
相
手
方
が
慮
諾
し
な
け
れ
ぱ
、
訴
訟
に
依
り
そ
の
権
利
を
実
行
す
る
外
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
等
請
求
の
訴
に
於
て
、
裁
判
所
は

判
決
に
依
り
、
銑
存
の
権
利
関
係
を
変
更
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
國
家
権
力
に
依
り
て
変
更
し
、
若
く
ぱ
原
告
が
変
更
権
（
形
威
権
）
を

　
　
　
　
　
裁
判
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
昌



　
　
　
　
　
裁
剣
の
数
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

有
つ
の
で
は
な
く
、
原
告
か
ら
被
告
に
対
し
変
更
請
求
権
を
有
つ
に
止
ま
る
。
さ
れ
ぱ
こ
の
種
の
訴
訟
に
於
て
は
、
原
告
は
被
告
に
対
し
既

存
の
権
利
関
係
の
変
更
を
請
求
し
、
裁
判
所
が
判
決
を
以
て
既
存
の
権
利
関
係
を
変
更
し
、
被
告
の
承
諾
に
代
へ
る
と
看
る
の
が
、
最
も
安

当
の
見
方
で
あ
ら
う
。
こ
の
場
合
の
判
決
は
、
被
告
の
承
諾
に
代
は
る
点
に
於
て
給
付
判
決
に
共
通
す
る
点
あ
る
も
、
被
告
に
承
諾
を
命
す

渇
の
で
は
な
《
、
判
決
の
設
権
的
敷
力
に
依
り
、
既
存
の
権
利
関
係
を
変
更
せ
し
む
る
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
れ
ぱ
創
設
判
決
で
あ
る
。
而
し

て
こ
の
揚
合
の
訴
に
於
け
る
「
訴
訟
の
目
的
」
は
、
前
述
の
如
く
「
既
存
の
権
利
関
係
の
変
更
請
求
権
」
で
あ
る
。
請
求
権
で
は
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

從
來
、
私
法
学
上
認
め
ら
る
玉
「
給
付
請
求
権
」
・
で
は
な
く
、
訴
訟
法
と
の
関
係
に
於
て
成
立
す
る
別
個
の
「
変
更
請
求
権
」
で
あ
る
。

　
（
一
）
筆
者
は
、
嘗
て
は
こ
の
場
合
の
権
利
を
以
て
、
裁
鋼
外
に
は
権
利
変
更
請
求
権
で
あ
り
、
裁
判
上
に
於
て
は
國
家
に
対
す
る
形
成
要
求
権
で
あ
る
と
理

　
　
解
し
た
。
し
か
し
裁
剣
上
、
裁
到
外
に
於
て
権
利
の
性
格
（
並
に
そ
の
相
手
方
）
を
異
に
す
る
と
看
る
の
は
、
こ
の
権
利
の
実
体
か
ら
離
れ
た
駈
論
の
如
く

　
　
考
へ
ら
れ
た
の
で
、
改
め
て
本
丈
ρ
如
き
性
格
の
も
の
と
解
別
る
こ
と
に
し
た
。

　
荷
、
こ
の
種
の
事
例
を
索
む
れ
ば
、
数
多
く
見
出
し
得
る
。
し
か
レ
そ
れ
等
は
、
他
の
機
会
に
於
て
、
梢
、
詳
細
に
論
じ
た
が
故
に
、
裳

に
箸
略
に
集
琴
る
に
製
の
訴
の
「
藝
の
目
的
」
筐
義
型
復
藁
す
る
「
形
穰
」
（
譲
響
鱗
）
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毫

場
合
、
◎
國
家
に
対
す
る
形
成
要
求
権
」
で
あ
る
揚
合
、
拉
に
日
被
告
に
対
す
る
既
存
の
権
利
関
係
の
「
変
更
請
求
権
」
で
あ
る
場
合
が
存

す
る
。
而
し
て
そ
の
判
決
に
よ
り
齎
さ
れ
る
権
利
形
威
数
は
、
0
の
場
合
に
ぱ
専
ら
訴
訟
の
目
的
た
る
「
形
威
権
」
の
敷
力
に
帰
す
る
が
、

目
、
日
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぱ
判
決
の
設
権
的
敷
力
に
基
く
も
の
と
看
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
叫
）
拙
稿
、
実
体
法
学
と
訴
訟
法
学
ー
ー
そ
の
綜
合
的
研
究
の
必
要
ー
法
律
時
報
、
昭
利
＋
七
年
九
月
號
（
第
嚇
四
巷
九
號
）
。

　
（
二
）
　
前
蓮
（
前
段
註
吋
）
の
理
由
に
ょ
砂
、
拙
著
、
民
事
訴
訟
法
、
上
巻
（
昭
利
二
一
年
版
）
一
コ
一
一
頁
以
下
に
於
て
、
新
た
に
之
れ
を
伽
え
た
。

　
以
上
、
創
設
の
訴
の
「
訴
訟
の
目
的
」
が
何
で
あ
る
か
は
、
実
体
法
と
訴
訟
法
と
の
相
関
凌
係
に
於
て
論
証
せ
ら
る
べ
ぎ
純
理
の
問
題
で

あ
つ
て
、
そ
の
敦
れ
の
見
解
を
執
る
と
し
て
も
、
具
体
的
事
件
に
於
て
創
設
到
決
の
有
つ
権
利
形
成
力
に
楡
り
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て

創
設
判
決
の
有
つ
権
利
形
威
力
の
淵
源
を
捜
ぐ
る
が
如
き
こ
と
ぱ
．
無
用
の
詮
繋
で
あ
る
と
い
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
問
題



の
解
決
の
裡
に
、
実
体
法
と
訴
訟
法
と
の
相
関
海
係
の
整
序
と
い
ふ
、
法
学
の
根
本
間
題
が
横
ぱ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

五

　
最
後
に
「
確
定
力
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
如
く
「
法
創
定
力
」
と
共
に
、
「
法
確
定
力
」
と
も
て
、
総
べ
て
の
判
決
の
有
つ
処
の
敷
力

で
あ
る
．
確
弱
馨
、
專
ら
あ
確
劣
俵
義
勢
晶
（
嘩
羅
護
）
逢
成
し
、
之
れ
翁
決
の
努
の
重
点
孟
旨
る
処
に
、
他

の
類
型
の
判
決
と
区
別
ぜ
ら
る
玉
特
異
性
が
あ
る
。

　
確
認
制
決
を
求
む
る
訴
は
．
確
認
の
訴
で
あ
る
。
こ
の
確
認
の
訴
は
、
素
、
「
承
認
の
訴
」
β
器
涛
①
髪
唐
α
。
舞
蜀
喰
①
）
と
い
ひ
、
被
告
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
扁
）

承
認
を
求
む
る
給
付
の
訴
の
一
種
と
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
訴
は
、
主
と
し
て
判
決
の
銑
判
力
に
依
り
、
將
來
に
於
け
る
紛
争
を
未
然
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

防
止
す
る
予
防
司
法
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
争
ひ
あ
る
権
利
若
く
ば
法
律
関
係
の
存
否
が
、
制
決
に
因
P
有
権
的
に
宣
言
せ
ら
れ
、

確
定
せ
ら
れ
る
な
ら
ぱ
、
充
分
そ
の
目
的
が
達
成
せ
ら
れ
る
。
そ
の
故
に
確
認
の
訴
は
、
給
付
の
訴
よ
り
岐
れ
て
、
「
法
確
定
力
」
に
重
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
（
四
）

置
く
判
決
（
確
認
判
決
）
を
求
む
る
独
立
な
る
訴
の
類
型
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
（
繍
）
　
拙
著
原
理
剛
巷
三
七
四
頁
。
拙
稿
穣
掲
、
「
訴
と
請
求
」
亙
（
早
法
嚇
七
巻
）
九
一
頁
。

　
（
二
）
　
拙
鼎
者
居
犀
噌
埋
一
巻
三
七
山
ハ
審
只
参
昭
蜘
Q

　
（
三
）
　
か
く
て
現
在
に
於
て
は
、
「
確
認
の
訴
」
、
「
確
認
鋼
決
」
の
名
称
は
当
ら
な
い
。
密
丁
ろ
「
確
完
の
訴
」
、
「
確
定
鋼
決
」
と
い
ふ
を
適
切
と
す
る
。
し
か
し

　
　
「
確
定
」
の
字
句
は
、
既
に
鋼
決
に
対
し
不
服
を
申
立
て
得
な
い
朕
慧
を
指
称
す
る
術
語
と
し
い
勺
．
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
グ
、
て
（
例
、
民
訴
四
二
〇
條
凶
項
）
、

　
　
そ
れ
と
混
憾
を
避
く
る
爲
め
、
一
般
に
「
確
認
の
訴
」
、
「
確
認
粥
決
」
乏
称
す
る
。

　
（
四
）
　
こ
の
経
過
の
詳
細
に
付
て
は
、
拙
稿
麟
掲
、
「
訴
と
請
求
」
1
（
早
法
｝
七
巻
）
九
〇
頁
以
下
参
照
。

　
し
か
し
判
決
は
、
総
べ
て
「
法
確
定
力
」
の
外
、
「
法
創
定
力
」
を
有
つ
こ
と
は
前
述
せ
し
処
で
あ
り
、
確
認
判
決
も
、
亦
、
「
法
創
完
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二

を
有
つ
。
即
ち
確
認
判
決
ば
、
争
ひ
あ
る
権
利
若
く
は
法
律
関
係
に
付
き
「
部
時
確
定
の
利
盆
」
の
存
す
る
こ
と
を
必
要
と
爲
し
、
事
件
が

　
　
　
　
裁
興
の
数
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓋



　
　
　
　
　
裁
判
の
数
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

判
決
に
依
る
有
権
的
確
定
を
必
要
と
し
な
い
限
り
～
原
告
の
講
求
を
棄
却
し
て
、
原
告
勝
訴
の
確
認
判
決
を
爲
さ
な
い
。
從
て
確
認
判
決
の

爲
さ
れ
る
場
合
は
、
判
決
に
因
る
有
権
的
確
定
を
必
要
と
し
、
そ
の
必
要
が
確
認
判
決
に
因
り
て
満
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
処
に
確
認

判
決
の
「
法
創
定
力
」
が
存
す
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
確
認
判
決
が
、
法
律
制
度
上
、
新
た
な
る
権
利
関
係
の
形
成
を

俘
ふ
場
合
に
ば
、
そ
の
確
認
判
決
の
有
つ
法
創
定
力
は
、
創
設
判
決
の
そ
れ
と
同
じ
き
権
利
形
成
力
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
故
に
創
設
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

と
確
認
判
決
、
從
て
創
設
の
訴
と
確
認
の
訴
と
の
区
別
が
明
確
を
欠
砦
、
学
読
・
判
例
に
一
致
せ
ざ
る
も
の
を
生
じ
て
ゐ
る
。

　
（
一
）
　
拙
著
前
掲
原
理
ご
巷
三
八
ご
頁
以
下
。

　
（
ご
　
例
へ
ぱ
相
続
回
復
の
訴
は
、
学
説
判
例
共
に
確
認
の
訴
と
爲
す
の
で
あ
る
が
（
大
正
幅
五
・
二
…
・
二
五
、
大
民
三
判
決
民
集
五
巷
九
〇
一
頁
。
吉
川

　
　
圓
李
氏
、
「
相
続
回
復
請
求
の
訴
と
そ
の
裁
判
」
、
司
法
協
会
雑
誌
九
巻
九
號
。
安
田
幹
．
太
氏
、
「
相
続
回
復
請
求
権
の
本
質
」
同
上
輔
五
巻
三
、
四
、
五
號

　
　
離
）
、
私
は
之
れ
を
以
て
創
設
の
訴
ξ
解
す
る
（
原
理
一
巻
三
八
七
頁
）
。
叉
、
土
地
境
界
確
定
の
訴
に
付
て
は
、
之
れ
を
創
設
の
訴
と
爲
す
も
の
x
如
き
判
例

　
　
あ
る
も
（
大
正
コ
｝
・
六
二
一
、
大
民
聯
判
、
民
集
一
．
巷
三
四
五
頁
）
、
確
認
の
訴
と
解
す
る
の
が
相
當
で
あ
ち
う
（
原
理
一
巷
三
八
八
頁
註
七
）
。
そ
の
理

　
　
由
は
後
述
す
る
。

　
惟
ふ
に
創
設
の
訴
は
、
專
ら
判
決
に
依
る
権
利
形
成
を
目
的
と
す
る
訴
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
判
決
が
権
利
形
成
敷
を
有
つ
処
の
確
認
の

訴
と
の
間
の
区
別
は
、
判
決
に
依
る
権
利
形
威
敷
が
、
原
告
の
請
求
の
範
囲
に
属
し
、
從
て
そ
れ
が
判
決
の
内
容
を
爲
す
か
否
か
に
そ
の
基

準
を
設
く
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
然
ら
ば
或
る
権
利
形
成
に
付
き
、
判
決
に
依
る
特
定
の
権
利
若
く
は
法
律
関
係
の
有
権
的
確
定
が
、
法
律

上
、
不
可
欠
の
先
行
要
件
を
爲
す
場
合
に
ぱ
、
そ
の
権
利
若
く
ぱ
法
律
関
係
確
定
の
訴
は
、
当
然
、
そ
の
確
定
に
俘
ふ
権
利
形
成
を
も
併
せ
求

む
る
も
の
と
看
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
訴
名
の
如
何
に
拘
ら
す
、
そ
れ
は
創
設
の
訴
で
あ
り
、
從
て
そ
の
求
む
る
処
の
判
決
ぱ
創
設
判
決
で
な

　
　
　
　
　
（
一
）

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
解
す
る
な
ら
ば
、
前
述
の
相
続
無
敷
判
決
は
、
正
当
相
続
人
の
相
続
回
復
の
爲
め
不
可
欠
の
先
行
要
件
を
爲
す
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
判
決
を
求
む
る
相
続
回
復
の
訴
ぱ
、
判
例
並
に
通
読
に
反
し
創
設
の
訴
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
株
主
総
会
決
議
無
数
の
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

並
に
判
決
も
、
亦
、
同
様
と
考
へ
る
。
反
之
、
判
決
に
依
る
特
定
権
利
若
く
は
法
律
関
係
の
有
権
的
確
定
だ
或
る
権
利
形
成
を
件
ふ
も
、



そ
れ
に
対
し
不
可
欠
の
先
行
要
件
を
爲
さ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
権
利
若
く
は
法
律
関
係
確
定
の
訴
は
、
そ
の
確
是
に
件
ふ
権
利
形
成
を
併

せ
求
む
る
も
の
と
は
倣
し
得
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
確
認
の
訴
と
看
る
べ
き
で
あ
り
、
從
て
そ
の
求
む
る
処
の
判
決
も
確
認
判
決
で
あ
る
。
而

し
て
こ
の
判
決
の
確
定
に
因
り
て
生
す
る
権
利
形
成
は
、
判
決
0
内
容
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
結
局
、
そ
れ
ぱ
判
決
の
「
事
実
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
三
）

敷
果
」
（
ぎ
粛
①
惹
鱒
9
お
留
の
層
詳
Φ
募
）
と
看
る
べ
、
き
も
の
と
す
る
。
之
れ
に
該
当
す
る
揚
合
と
し
て
は
、
例
へ
ば
土
地
撞
界
確
定
の
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

を
挙
げ
得
る
で
あ
ら
う
。

　
（
一
）
確
認
判
決
の
形
式
に
て
権
利
形
成
敷
を
必
然
的
に
件
ふ
こ
と
を
、
條
文
の
上
に
で
明
か
に
せ
る
場
合
も
あ
る
（
例
、
商
コ
一
天
條
）
。
そ
の
場
合
の
判
決

　
　
は
、
素
よ
口
創
設
判
決
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
5
　
拙
著
原
理
幅
巻
三
八
七
頁
参
照
。
術
、
私
生
子
認
知
無
敷
の
訴
が
、
創
設
の
訴
な
る
旨
の
判
例
が
あ
る
（
大
正
＝
・
三
二
一
七
、
大
民
二
判
決
、
民

　
　
集
轍
巷
二
二
七
頁
）
。
同
様
な
る
理
由
の
下
に
鐙
当
と
考
へ
る
。

　
（
三
）
拙
著
原
理
一
巷
三
八
六
頁
参
照
。

　
（
四
〉
拙
著
原
理
U
巻
三
八
八
頁
註
七
参
照
。

　
次
に
確
認
判
決
は
、
そ
の
確
定
力
に
因
り
、
同
一
事
件
に
付
て
の
將
來
の
紛
雫
を
防
止
す
る
機
能
を
有
つ
こ
と
ぱ
前
述
せ
し
如
く
で
あ
る

が
、
こ
の
確
定
力
を
後
訴
に
及
ぼ
す
関
係
を
既
判
力
（
ぎ
9
審
ぎ
鋒
⑪
）
と
い
ふ
。
既
判
力
の
本
質
に
付
て
ぱ
、
既
に
他
の
機
会
に
於
て
述
べ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

が
故
に
、
裳
に
は
省
略
す
る
。
從
來
、
こ
の
既
判
力
を
以
て
、
実
体
法
的
性
格
の
も
の
と
徹
す
実
体
法
的
既
判
力
学
説
（
蟹
暮
①
量
常
9
島
魯
Φ

國
亀
券
ξ
蜂
9
8
冨
）
と
、
そ
れ
を
訴
訟
的
性
格
の
も
の
と
看
る
訴
訟
的
既
判
力
学
説
（
胃
蜜
塁
聲
匙
①
望
畠
宏
ζ
鼻
跨
8
語
）
と
対
立
し

　
（
二
）

た
が
、
既
判
力
は
、
改
め
て
述
ぶ
る
迄
も
な
く
、
実
体
法
。
訴
訟
法
の
綜
合
契
機
た
る
制
決
の
敷
力
な
る
が
故
に
、
実
体
的
並
に
訴
訟
的
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

務
を
繋
有
す
る
も
の
と
徹
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
凶
）
　
拙
稿
、
確
定
鋼
決
の
既
剣
カ
ー
i
そ
の
意
義
拉
に
本
質
（
早
稻
田
法
学
第
一
九
巻
駈
載
）
。

　
．
（
二
）
　
拙
稿
前
掲
、
二
五
頁
以
下
、
蛇
に
三
三
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
裁
判
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
裁
鋼
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
（
三
）
拙
稿
前
掲
、
五
四
頁
以
下
。

　
確
認
判
決
ぱ
、
そ
の
主
目
的
を
予
防
司
法
に
置
ぎ
、
專
ら
こ
の
既
判
力
に
依
り
て
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
既
判
力
の
伽
て

基
く
法
確
定
力
ぱ
、
総
べ
て
の
判
決
の
有
つ
特
性
な
の
で
あ
る
か
ら
、
既
判
力
も
、
亦
、
独
り
確
認
判
決
の
み
に
限
ら
る
玉
も
の
で
ぱ
な
い
冷

印
ち
給
付
判
決
は
、
主
と
し
て
命
令
裁
判
に
基
く
執
行
力
噂こ
依
り
、
其
の
権
利
保
護
の
目
的
を
達
成
す
る
哨
、
荷
、
そ
の
命
令
裁
判
の
論
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

的
前
提
と
し
て
、
訴
訟
の
目
的
た
る
権
刹
（
給
付
請
求
権
》
の
存
在
を
確
定
し
、
そ
の
確
定
は
、
同
一
事
件
に
付
て
の
後
訴
に
対
し
銑
判
力

を
生
す
る
。
こ
の
点
に
異
論
ぱ
な
い
。

　
（
一
）
　
拙
著
原
理
一
巻
三
五
三
頁
参
照
。

　
し
か
し
創
設
判
決
に
付
て
ぱ
、
裏
情
梢
異
な
る
。
創
設
判
決
は
、
そ
の
判
決
の
内
容
と
し
て
権
利
形
威
の
数
果
を
有
つ
の
で
あ
る
が
、
か

か
る
数
果
を
有
つ
論
理
的
前
提
と
し
て
、
訴
訟
の
目
的
た
る
形
成
権
若
く
は
形
成
要
求
権
の
存
在
が
確
定
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
創
設
の
訴
の

意
図
す
る
権
利
形
成
ぱ
、
創
設
瓢
決
の
確
定
に
依
り
直
ち
に
実
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
類
型
の
訴
に
於
け
る
が
如
ぐ
、
同
一
事

件
を
再
訴
に
依
η
孚
ふ
の
余
地
を
存
し
な
い
。
從
て
創
設
判
決
ぱ
、
訴
訟
の
目
的
た
る
形
成
権
若
く
ぱ
形
威
要
求
権
0
存
在
を
確
定
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

し
て
も
、
そ
の
確
定
に
俘
ふ
既
判
力
を
及
ぼ
す
べ
き
対
象
を
欠
く
。
し
か
し
そ
れ
な
る
が
故
に
、
創
設
判
決
に
は
確
定
力
並
に
既
判
力
篭
し

と
は
い
ひ
難
い
で
あ
ら
う
。
結
局
、
創
設
判
決
に
既
判
力
を
認
め
る
か
否
か
健
、
言
葉
の
上
の
争
ひ
に
止
ま
る
。

　
（
一
）
拙
著
原
理
一
巻
四
コ
一
頁
。
閑
8
臼
幕
茜
噛
い
”
ビ
害
ぎ
器
げ
q
傷
山
鶏
幹
N
勺
罰
お
Qo
一
●
砕
鵠
o。
こ
］
W
騨
菖
9
Φ
吋
植
国
‘
凶
昆
駐
筈
①
閃
蝕
貫
接
o
堅
り

　
　
目
①
ぼ
①
ぎ
冨
画
o
＝
藍
琶
・
一
①
一
一
g
国
8
9
コ
D
写
㌶
計
冒
一
葭
＜
●
孚
●
お
G。
ρ
oo
・
濾
臨
・

山ノ、

判
決
の
数
力
は
、
一
般
に
「
執
行
力
」
、
「
確
定
力
」
並
に
「
創
設
力
」
に
分
ち
て
論
じ
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
の
区
分
ほ
、
專
ら
実
体
法
の



側
面
か
ら
、
裁
判
の
奴
力
を
看
た
制
度
技
術
的
の
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
、
「
法
創
定
力
」
と
「
法
確
定
力
」
・
と
に
分
つ
べ
き
こ
と
ぼ
本

稿
の
胃
頭
に
於
て
述
べ
た
処
で
あ
る
。
制
決
が
こ
の
二
数
力
を
有
つ
所
以
の
も
の
は
、
判
決
の
依
拠
す
る
法
規
範
が
、
杜
会
規
範
た
る
と
同

時
に
裁
判
規
範
た
る
二
重
構
造
を
有
つ
こ
と
に
由
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
過
去
、
國
家
が
國
内
の
秩
序
維
持
の
必
要
を
超
え
て
國
民
の
私
生
活
に
介
入
し
な
か
つ
た
当
時
に
於
て
ば
、
私
法
規
範
ぱ
、
專
ら
砒
会
規

範
と
し
て
の
機
能
を
有
つ
に
止
ま
つ
た
。
こ
の
点
、
既
に
述
べ
た
処
で
あ
る
。
而
し
て
肚
会
規
範
た
る
法
規
範
に
依
拠
す
る
裁
判
は
、
必
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

的
に
法
宣
言
的
敷
力
、
部
ち
「
法
確
定
力
」
に
そ
の
敷
力
を
集
中
す
る
。
詳
言
す
れ
ば
当
該
事
件
を
規
律
す
る
具
体
的
肚
会
規
範
を
発
見
し
、

そ
れ
を
有
権
的
に
宣
言
す
る
の
が
判
決
の
使
命
な
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
殊
に
最
近
の
國
際
状
勢
の
示
す
が
如
く
、
國
家
が
そ
の

存
立
を
全
う
ナ
る
が
爲
め
に
ぱ
、
國
民
生
活
を
統
制
し
、
把
握
す
る
の
必
要
を
生
じ
、
そ
の
爲
め
國
家
権
力
が
、
逐
次
、
國
民
の
私
法
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

に
侵
透
す
る
に
及
む
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
私
法
規
範
は
、
著
し
く
裁
制
規
範
た
る
性
格
を
昂
め
、
從
て
判
決
ぱ
、
そ
の
数
力
に
於
て
「
法

創
定
力
」
を
檜
加
す
る
こ
と
邸
な
つ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
事
件
の
訴
訟
的
解
決
が
、
制
決
の
談
権
的
数
力
に
依
拠
す
る
程
度
を
昂
め
た
の
で

あ
る
。
と
の
間
の
事
惰
は
、
確
認
の
訴
、
創
設
の
訴
が
新
た
な
る
類
型
と
し
て
威
立
す
る
に
至
つ
た
経
過
が
、
之
れ
を
明
瞭
に
示
し
て
ゐ

（
四
）

る
。

念
）
　
近
世
期
に
至
る
迄
、
國
家
は
そ
の
存
立
の
墓
礎
を
固
む
る
に
忙
し
く
、
國
民
生
活
に
介
入
し
、
迄
れ
を
指
導
統
制
す
る
余
裕
を
有
た
た
か
つ
た
。
第
＋

　
九
世
穐
の
西
欧
國
家
は
、
國
外
に
於
て
帝
國
主
義
、
國
内
に
於
て
自
由
放
任
主
義
を
執
る
処
に
そ
の
特
異
性
を
有
つ
た
。

（
二
）
　
。
ド
マ
の
市
民
法
は
、
主
と
し
て
融
会
規
範
た
る
性
格
を
有
つ
。
そ
の
故
に
、
こ
の
市
民
法
に
よ
妙
事
件
に
対
し
℃
爲
す
処
の
ユ
ー
デ
ッ
ク
ス
の
裁
判

　
は
、
「
仲
裁
判
断
」
の
性
格
を
帯
ぶ
る
と
岡
時
に
、
そ
れ
は
、
被
告
に
「
こ
れ
こ
れ
の
債
務
」
が
あ
る
旨
の
「
確
認
裁
朔
」
で
あ
つ
た
。
而
し
て
強
制
執
行
は

　
判
決
に
よ
辺
確
定
せ
ら
れ
た
債
権
の
敷
力
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。

（
三
）
　
國
家
が
、
激
烈
た
國
際
競
争
場
裡
に
生
き
ん
が
爲
め
國
民
生
活
に
介
入
す
る
現
象
は
、
第
一
次
世
雰
大
載
を
契
機
と
す
る
國
際
関
係
不
安
定
の
檜
大
に

　
依
妙
、
愈
々
拍
車
を
掛
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
裁
鋼
の
数
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死



　
　
　
　
裁
判
の
敷
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
（
四
）
　
確
認
の
訴
、
創
設
の
訴
は
、
共
に
鋼
決
の
設
権
的
敷
力
に
依
る
当
事
者
の
権
利
保
護
を
目
的
と
し
て
、
独
立
な
る
訴
の
類
型
と
な
れ
る
も
の
で
あ
る
（
揺

　
　
著
原
理
輔
巻
三
七
〇
頁
以
下
参
照
）
o

　
從
來
の
裁
判
敷
力
論
は
、
以
上
述
ぶ
る
が
如
き
裁
判
機
能
の
発
展
過
程
に
は
全
く
無
関
心
に
て
、
純
概
念
的
に
、
制
度
技
術
的
区
分
た
る

執
行
力
、
確
定
力
（
既
判
力
）
並
に
創
設
力
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
個
別
に
そ
の
理
論
を
築
き
上
げ
た
。
そ
の
爲
め
個
別
決
定
的
の
理
論
に
畢

り
、
多
く
は
本
質
論
に
及
む
で
ゐ
な
い
。
訴
訟
は
、
、
裁
判
を
目
的
と
し
、
裁
判
の
爲
み
に
展
開
せ
ら
紅
る
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
の
敷
力
論

ぱ
、
訴
訟
法
学
に
於
て
重
要
の
地
位
を
占
む
る
と
同
時
に
、
そ
の
関
聯
す
る
処
が
廣
汎
で
あ
る
。
須
ら
く
今
後
の
裁
判
敷
力
論
は
、
更
に
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
噛
）

判
の
本
質
的
究
明
に
遡
り
、
且
つ
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
そ
の
研
究
の
歩
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
。
從
來
の
裁
判
敷
力
論
ぱ
、

方
法
論
的
に
余
り
に
素
朴
で
あ
る
。
本
稿
は
、
新
た
な
る
立
揚
に
於
け
る
裁
判
本
質
論
の
序
説
と
し
て
、
從
來
の
裁
刹
敷
力
論
を
批
判
す
る

と
共
に
、
私
の
懐
抱
す
る
理
論
の
素
描
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
從
來
、
既
判
力
論
に
付
て
は
、
相
當
、
深
み
あ
る
研
究
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
し
か
し
裁
鋼
の
敷
力
一
般
論
（
本
質
論
）
に
付
て
は
未
開
拓
と
謂
ふ
も
過

　
　
言
で
な
い
。
我
が
國
κ
で
は
、
前
大
審
院
剣
事
中
島
弘
道
氏
が
、
そ
の
著
「
裁
判
の
創
逡
性
原
理
」
（
昭
和
＋
六
年
）
に
於
て
、
新
た
な
る
立
揚
に
於
て
裁
判

　
　
の
敷
力
論
を
展
開
せ
し
め
て
ゐ
る
。
そ
の
虎
論
に
は
・
方
法
論
に
敏
陥
が
あ
り
、
從
て
た
の
考
察
の
結
果
に
付
き
妥
当
を
欠
く
も
の
あ
る
も
、
良
き
テ
ー
マ

　
　
を
捉
へ
た
る
努
力
の
著
作
と
謂
ひ
得
る
。
氏
の
処
諭
に
対
す
る
卑
見
に
付
て
は
、
拙
著
及
び
拙
稿
（
前
掲
）
参
照
。


